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和久田恵子

所在 地

創 業

資本金

従業員数

事業内容

T E

 

L

静岡県富士市大淵539

1916年

1,000万円

60名

デザインデー タ作成、 量産用樹脂型の製作、
自動車内装部品用の設備の設計製作

0545-35-0350 

ベテラン社員にわからないことを聞ける雰囲気

が醸成され、 社内のコミュニケ ー ションが活発

になるといった相乗効果も生まれている。
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変化を恐れず、 次の世代へ ー」

A
 

和久田社長は、 東京の大学を卒業後、 広告代

理店で働いていたが、 先代の父親の思いもあり、

「いずれは家業を継ぐ」ことを決意して、 1987

年に同社に入社した。 社長となってからは、 「製

造業の女性経営者」として注目されることも多 '

いが、 経営者としての悩みは男性も女性も関係

なく同じだと感じている。

また、 自身も子育てをしながら働いてきた経

験から、 男性社員の育休取得や学校行事の際の

休暇取得を強く推進。 社長から声を掛けること

で社員は休暇が取リやすくなリ、 実際、 育児休

暇を取得する男性社員が増えてきている。

現在は男性社員が9割を占めているが、 今後、

▲写真4 ベテラン社員が若手に技術指導する
「ものづくリ技能塾」

人口減少が進む中、 女性や外国人などの採用も

増やしていく必要があると考え、 工場内にも女

性用の更衣室やトイレを設置するなど、 働きや

すい環境を整えていくことを検討している。

一方、 事業面では、 自動車産業を中心に、

た同社。

ない時代になった。

ずに変わっていきたい」

さらなる進化が期待される。

こ

れまで培ってきた技術を他の分野でも生かして

いく方針である。 自動車業界は、 現在、 100年

に一度といわれる変化の真っただ中にあり、 成

形の技術だけではなく、 材料に使われる素材も

日々進化している。 たとえば、 カ ー ボンは軽量

で耐久性が高い素材として注目されてきたが、

今後は、 セルロ ー スナノファイバーなどの新素

材の活用も期待されていることから、 同社の強

みである成形技術にさらに磨きをかけて対応す

る意向だ。

ダー ウィンの進化論にある「進化できるもの

が生き残る」という言葉をモット ーにする和久

田社長。 時代に合った進化ができる企業であり

たいと常に考え、 固定観念にとらわれず、 新し

い工法を試したリ、 若手の意見を取リ入れるこ

とを大切にしてきた。 これまでも取引先のあら

ゆるニ ー ズに応えることで事業の幅を広げてき

「過去の延長線だけでは生き残っていけ

先を見据えながら、 怖がら

（和久田社長）。 同社の
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